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上
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療
料
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上
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と
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医
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主な記事

光
デ
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セ
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継
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猶
予
届

光
デ
ィ
ス
ク
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よ
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セ
プ
ト
請
求
継
続
の
猶
予
届

支
払
基
金
が「
不
受
理
」

支
払
基
金
が「
不
受
理
」

ご
相
談
は
協
会
へ

ご
相
談
は
協
会
へ

個別指導対策講習会
　新規開業医が必ず受ける「新規個別指導」に備える方や集団的個別
指導に選定された方はもちろん、「再指導」を受ける割合が高止まりし
ている現状を踏まえ、日々の診療におけるカルテ記載のポイントを再
確認できる絶好の機会です。

　
光
デ
ィ
ス
ク
等
で
レ
セ
プ

ト
請
求
を
し
て
い
る
医
療
機

関
が
今
後
も
同
じ
方
法
で
請

求
を
継
続
す
る
場
合
、
昨
年

八
月
末
ま
で
に
猶
予
届
の
提

出
が
厚
労
省
よ
り
求
め
ら
れ

て
い
た
。

　
こ
の
届
出
を
行
っ
た
複
数

の
会
員
か
ら
、
昨
年
十
一
月

頃
以
降
、「
支
払
基
金
よ
り

こ
の
記
載
内
容
で
は
認
め
ら

れ
な
い
と
出
し
直
し
を
求
め

る
連
絡
を
受
け
た
」
と
い
う

相
談
が
協
会
に
寄
せ
ら
れ
て

ら
の
仕
組
み
が
周
知
さ
れ
な

け
れ
ば
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
無
効

に
な
っ
た
事
態
や
代
替
方
法

な
ど
の
説
明
を
次
々
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
従

来
の
保
険
証
が
存
続
し
て
い

れ
ば
、
資
格
確
認
書
の
自
動

交
付
な
ど
の
新
し
い
仕
組
み

の
説
明
は
不
要
と
な
り
、
切

り
か
え
時
の
混
乱
は
最
低
限

の
も
の
に
止
め
ら
れ
よ
う
。

　
昨
年
秋
か
ら
始
ま
っ
た
マ

イ
ナ
保
険
証
の
登
録
解
除
の

手
続
の
受
付
数
も
増
加
し

て
い
る
。
厚
労
省
の
発
表

で
は
十
一
月
の
一
カ
月
間
に

一
万
三
一
四
七
件
、
十
二
月

は
三
万
二
〇
六
七
件
、
合
計

で
四
万
五
二
一
四
件
と
な
っ

た
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
解
除
す

る
と
、
ア
ナ
ロ
グ
ツ
ー
ル
で

あ
る
資
格
確
認
書
の
自
動
交

付
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
知
ら
れ
れ
ば
、
マ
イ
ナ

保
険
証
は
更
新
が
見
送
ら
れ

た
り
、
解
除
申
請
が
増
え
て

い
く
可
能
性
は
高
い
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
協
会
に

は
、
医
療
機
関
で
協
会
の
チ

ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
一

般
の
方
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
年
は
政
府
が
マ
イ
ナ
保

険
証
の
保
有
率
や
利
用
率
を

高
め
よ
う
と
、
施
策
を
講
じ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
国
民
、
患
者
の
中
で
自
然

に
拡
が
る
こ
と
は
期
待
で
き

な
い
た
め
、
医
療
機
関
や
薬

局
か
ら
「
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
参
く
だ
さ
い
」と
声
が
け
、

勧
奨
さ
せ
る
策
が
中
心
に
据

え
ら
れ
て
い
る
。

　
多
く
の
医
療
機
関
、
薬
局

が
声
掛
け
を
す
る
大
き
な
動

機
に
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
率
」
が
診
療
報
酬
の
Ｄ

Ｘ
加
算
の
算
定
要
件
に
連
動

し
て
い
る
点
は
患
者
ら
に
も

知
ら
れ
て
き
て
い
る
。
患
者

へ
の
強
要
と
な
ら
な
い
よ
う

注
意
し
た
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
保

有
者
の
35
％
が
期

限
切
れ
に

　
十
二
月
は
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
者
が
増
え
た
。
利
用

率
は
二
五
・
四
二
％
と
前
月

よ
り
七
ポ
イ
ン
ト
増
と
な

り
、初
め
て
二
割
を
超
え
た
。

　
今
年
は
、
二
七
五
〇
万
人

が
マ
イ
ナ
保
険
証
の
更
新
を

予
定
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
保

険
証
の
保
有
率
は
国
民
の

六
三
％
程
度
（
表
１
）、
保

有
数
は
七
八
七
四
万
人
で
あ

る
（
昨
年
十
一
月
時
点
）。

現
在
の
保
有
者
の
三
五
％

が
、
自
ら
役
所
に
出
向
い
て

更
新
手
続
を
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
来
院
し
て
か
ら
期

限
切
れ
に
気
が
つ
く
患
者
も

い
る
で
あ
ろ
う
。
マ
イ
ナ
保

険
証
の
期
限
切
れ
に
関
す
る

お
尋
ね
が
患
者
か
ら
多
数
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。
更
新
期
限
か
ら
三
カ
月

経
過
す
れ
ば
、
資
格
確
認
書

が
自
動
交
付
さ
れ
る
ル
ー
ル

が
あ
る
た
め
更
新
手
続
を
し

な
く
と
も
「
無
保
険
者
」
と

は
な
ら
な
い
。

保
険
証
が
あ
れ
ば

　
し
か
し
、
患
者
側
に
こ
れ
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い
る
。

　
猶
予
届
の
記
載
方
法
に
つ

い
て
は
、
保
団
連
が
昨
年
二

月
に
厚
労
省
要
請
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
全
国

保
険
医
新
聞
で
周
知
し
て
い

た
。
相
談
を
寄
せ
た
会
員
の

多
く
が
当
該
新
聞
を
参
考
に

猶
予
届
を
作
成
し
て
い
た
。

ま
た
、
同
様
の
事
例
が
全
国

的
に
起
き
て
い
た
こ
と
か

ら
、
保
団
連
が
確
認
し
た
内

容
が
一
方
的
に
反
故
に
さ
れ

た
格
好
と
な
っ
た
。

　
現
在
、
保
団
連
は
届
出
の

取
扱
い
に
つ
い
て
照
会
、
速

や
か
に
受
理
す
る
よ
う
要
請

を
続
け
て
い
る
。

　
猶
予
届
に
関
し
て
基
金
か

ら
同
様
の
連
絡
が
あ
っ
た
場

合
は
、
協
会
に
相
談
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

直
近
の
請
求
状
況

　
昨
年
十
月
診
療
分
に
お
け

る
レ
セ
プ
ト
請
求
状
況
に
よ

る
と
、
医
科
・
歯
科
と
も
に

多
く
の
医
療
機
関
が
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
を
行
っ
て
い
る

（
下
表
参
照
）。

　
厚
労
省
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
の
割
合
を
一
〇
〇
％

に
近
づ
け
て
い
く
た
め
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
案
）」
を

示
し
た
二
〇
二
三
年
三
月
時

点
で
、
歯
科
の
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
実
施
は
約
三
五
％

だ
っ
た
が
、
一
年
半
後
に
は

八
三
・
六
％
と
な
っ
た
。
短

期
間
で
半
数
が
移
行
し
た
こ

と
に
な
る
。
厚
労
省
が
医
療

機
関
に
施
策
を
強
行
し
た
こ

と
が
伺
え
る
。

　
一
月
下
旬
よ
り
国
会
が
開
会
し
た
。患
者
負
担
増
と
な
る
高
額
療
養
費
制
度
の
改
悪
、

地
域
医
療
構
想
や
偏
在
是
正
と
称
し
た
開
業
規
制
な
ど
が
審
議
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
保

険
証
は
新
規
発
行
停
止
が
強
行
さ
れ
た
が
、
協
会
や
保
団
連
の
他
、
弁
護
士
会
な
ど
か

ら
も
復
活
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
政
府
が
数
年
来
計
画
し
て
き
た
改
悪
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
な
ど
改
悪
の
流
れ
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。（
関
連

二
面
、「
埼
玉
弁
護
士
会
が
声
明
出
す
」「
協
会
調
査
が
国
会
で
紹
介
」
三
面
）

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト（
中
間
集
計
）

24
年
12
月
以
降
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
つ
い
て

　
協
会
は
開
業
医
会
員
を
対

象
に
、
保
険
証
が
新
規
発
行

停
止
さ
れ
た
十
二
月
二
日
以

降
に
お
け
る
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
に
関
わ
る
緊
急
調
査

を
実
施
し
た
。

　
回
答
者
の
七
八
・
三
％
が

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
者
が

「
増
え
た
」
と
回
答
。
ま
た
、

約
七
割
が
窓
口
の
負
担
が

「
増
加
し
た
」
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
（
表
２
）。
十
二

月
で
保
険
証
が
使
用
で
き
な

く
な
る
と
勘
違
い
す
る
患
者

が
多
く
、
患
者
か
ら
の
質
問

や
、
利
用
者
増
に
伴
う
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
操
作
の
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
医
療
機
関
の

窓
口
の
様
子
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
国
民
に
対
す
る
政

府
の
説
明
不
足
が
窓
口
業
務

に
負
担
を
か
け
て
い
る
。

「
保
険
証
残
し
て
」

は
依
然
圧
倒
的

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
用
性

に
つ
い
て
「
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
の

は
一
七
・
六
％
と
少
数
（
表

３
）。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て「
難

し
い
漢
字
と
薬
、
健
診
内
容

が
わ
か
る
（
医
科
）」「
全
身

状
態
の
把
握
が
容
易
で
正
確

に
な
っ
た
（
歯
科
）」
と
患

表2 12月2日以降の窓口業務の
負担

表1 マイナ更新予定2750万

マイナ保険証

「負担感じる」7割超
存
続（
復
活
）運
動
継
続
へ

ス
マ
ホ
一
斉
導
入
見
送
り

表3

者
情
報
の
記
入
効
率
化
を
挙

げ
て
い
る
。

　
一
方
で
、「
保
険
証
の
機

能
と
し
て
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

で
あ
る
必
要
性
は
な
い
（
病

院
）」
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
不

備
や
受
付
の
混
雑
、
窓
口
対

応
の
負
担
増
、
患
者
の
不
安

な
ど
解
消
さ
れ
て
い
な
い
課

題
を
指
摘
す
る
意
見
が
多
数

寄
せ
ら
れ
た
。

　
保
険
証
の
廃
止
に
賛
成
は

「
三
％
」
だ
が
、「
廃
止
に
賛

成
だ
が
ま
だ
早
い
」「
保
険

証
は
残
す
べ
き
」
と
あ
わ
せ

て
健
康
保
険
証
存
続
を
求
め

る
声
の
割
合
は
九
八
％
で
あ

っ
た
（
表
４
、二
面
）。
医
療

現
場
で
は
依
然
と
し
て
保
険

証
の
存
続
に
期
待
す
る
意
見

が
圧
倒
的
だ
。

マ
イ
ナ
に
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
も

「
残
し
て
」が
多
数

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に

「
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
」
と

の
回
答
者
で
も
、
保
険
証
の

廃
止
に
つ
い
て
は
「
残
す
べ

き
」
四
六
・
三
％
、「
賛
成
だ

が
ま
だ
早
い
」
三
九
％
と
あ

わ
せ
て
八
五
・
三
％
が
保
険

証
は
必
要
だ
と
回
答
し
た

（
表
３
）。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
の

賛
否
に
関
わ
ら
ず
、
健
康
保

険
証
の
存
続
は
必
要
だ
と
の

認
識
が
共
通
し
て
見
ら
れ

る
。（
関
連
・
自
由
意
見
二
面
）

表


